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蘇
戟
と

「
棋
」

池
津

滋
子

蘇
戟
自
ら
が
不
得
手
と
す
る
も
の
に
、
酒
・
音
楽
・
棋
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
詩
文
の
中
に
も
し
ば
し
ば
触
れ
ら
れ
る
。
例
え
ば
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「
銭
穆

父
の
会
飲
に
次
前
す
〔
次
前
銭
穆
父
会
飲
〕
」
詩
（
『
蘇
文
忠
公
詩
合
注
』
巻
三
十
六
）
の
「
我
が
飲
突
棋
の
如
し
〔
我
飲
如
突
棋
〕
」
の
自
注
で

は
、
「
世
に
作
詩
は
突
棋
の
如
し
、突
棋
は
飲
酒
の
如
し
。
飲
酒
は
乃
ち
大
ひ
に
戒
む
と
の
語
と
有
り
。
僕
の
棋
・
酒
の
二
事
に
於
け
る
や
、

如
突
棋
、
突
棋
如
飲
酒
、
飲
酒
乃
大
戒
之
語
。
僕
於
棋
、
酒
二
事
倶
不
能
也
。
〕
」
と
あ
る
。
ま
た
『
遮
斎
閲
覧
』

倶
に
能
は
ざ
る
な
り
。
〔
世
有
作
詩

で
は
「
子
轄
嘗
て
自
ら
言
ふ
、
平

生
三
つ
の
人
に
如
か
ざ
る
あ
り
、
謂
は
く
棋
を
著
す
、
酒
を
吃
す
、
曲
を
唱
す
な
り
と
。
〔
子
贈
嘗
自
言
、

平
生
三
不
如
人
、

謂
著
棋
、
吃
酒
、
唱
曲
也
。
〕
」（
『
合
注
』
引
「
王
註
」と
い
う
が
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
暗
む
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と

し
で
も
、
詩
の
題
材
と
し
て
扱
う
と
き
に
は
、
蘇
載
は
生
得
の
勘
の
良
さ
で
対
象
の
妙
奥
に
到
達
す
る
ば
か
り
か
、
し
ば
し
ば
独
自
の
見
解

を
も
加
え
て
、
独
特
の
文
人

趣
味
の
世
界
を
展
開
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。



筆
者
は
か
つ
て
蘇
戟
の
音
楽
理
解
に
関
わ
っ
て
、
琴
に
関
す
る
詩
文
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
蘇
戦
以
前
の
琴
に
対
す
る
伝
統
的
な

見
方
は
、
儒
教
的
礼
楽
に
お
け
る
雅
楽
と
し
て
の
琴
、
そ
し
て
陶
淵
明
の
無
絃
琴
に
代
表
さ
れ
る
隠
逸
志
向
を
象
徴
す
る
楽
器
で
あ
っ
た
。

し
か
し
蘇
戟
は
伝
統
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
無
核
琴
に
対
す
る
独
自
の
見
方
を
詩
に
盛
り
込
ん
だ
り
、
『
洛
神
の
賦
』
の
世
界

を
背
景
に
し
て
琴
の
詩
の
中
で
恋
愛
を
詠
じ
る
、
等
の
新
た
な
視
点
を
示
し
た
。

本
論
で
は
、
主
と
し
て
「
棋
」
と
い
う
側
面
か
ら
蘇
載
の
文
人
趣
味
に
分
析
を
加
え
た
い
。
ま
た
同
時
代
の
文
人
達
の
詩
を
も
取
り
あ
げ
、

北
宋
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
文
人
達
が
「
棋
」
に
如
何
な
る
心
情
を
寄
託
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
た
い
。

棋
は
多
く
の
北
宋
文
人
に
愛
好
さ
れ
た
。
例
え
ば
石
介
（
一
O
O
五
｜
一
O
四
五
）
の
「
観
棋
」
詩
は
、

-129-

人
は
皆
突
を
善
く
す
と
栴
す
、
伊
だ
我
れ
濁
り
能
は
ず
、
試
み
に
坐
し
て
勝
敗
を
観
る
も
、
白
黒
何
ぞ
分
明
な
ら
ん
。
〔
人
皆
稿
善
突
、

伊
我
濁
不
能
、
試
坐
観
勝
敗
、
白
黒
何
分
明
。
〕
（
『
但
徳
石
先
生
文
集
』
巻
二
）

と
あ
り
、
碁
を
打
て
な
い
石
介
が
ひ
け
め
を
感
じ
る
ほ
ど
盛
ん
だ
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

そ
こ
で
ま
ず
は
棋
を
善
く
し
た
文
人
達
の
詩
文
を
通
じ
て
北
宋
の
文
人
に
お
け
る
棋
の
流
行
の
あ
り
ょ
う
を
見
て
み
た
い
。

活
仲
海
（
九
八
九
一
｜
一
O
五
二
）
は
碁
の
愛
好
者
の
一
人
で
、
し
か
も
尋
常
一
様
の
暗
み
方
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
贈
棋
者
」

詩
で
は
、

(238) 



何
れ
の
庭
に
か
神
仙
に
逢
ひ
、
此
の
棋
上
の
旨
を
惇
へ
ん
。
静
か
に
生
殺
の
権
を
持
ち
、
密
か
に
安
危
の
理
を
照
ら
す
。
勝
に
接
す
れ

(237) 

ば
雲
の
箭
ぴ
る
が
如
く
、
敵
を
禦
ぐ
こ
と
山
の
止
ま
る
が
如
し
。
：
・
南
軒
に
春
日
長
く
、
国
手
相
ひ
喜
ぶ
こ
と
を
得
た
り
。
泰
山
も
目

を
擬
げ
ず
、
疾
雷
も
耳
を
経
ず
。
一
子
千
金
よ
り
も
貴
く
、
一
路
千
里
よ
り
も
重
し
。
精
思
神
に
入
り
、
変
化
胡
ぞ
能
く
擬
せ
ん
や
。

成
敗
は
之
れ
人
に
繋
り
、
五
墨
田
に
棋
史
を
著
す
べ
し
。
〔
何
庭
逢
神
仙
、
停
此
棋
上
旨
。
静
持
生
殺
権
、
密
照
安
危
理
。
接
勝
如
雲
皆
、
禦
敵

如
山
止
0

・
：
南
軒
春
日
長
、
国
手
相
得
喜
。
泰
山
不
擬
目
、
疾
雷
不
経
耳
。一
子
貴
千
金
、
一
路
重
千
里
。
精
思
入
於
神
、
変
化
胡
能
擬
。
成
敗

繋
之
人
、
吾
首
著
棋
史
。
〕
（
『
沼
文
正
公
集
』
巻
二

と
、
囲
碁
に
熱
中
し
て
い
る
と
時
の
境
地
を
、
自
然
の
景
観
が
展
開
す
る
様
に
喰
え
た
り
、
哲
学
的
表
現
を
用
い
る
な
ど
し
て
様
々
に
詩
に

詠
じ
、
最
後
に
は
「
棋
史
を
著
そ
う
」
と
い
う
意
気
込
み
ま
で
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
別
の
詩
で
も
「
悪
ん
ぞ
酒
を
勧
む
る
時
共
に
酔
ふ
を

図
ら
ん
、
痛
だ
棋
に
蔵
つ
庭
肯
へ
て
相
ひ
鏡
さ
ん
や
〔
悪
勧
酒
時
図
共
酔
、
痛
蔵
棋
庭
肯
相
鏡
〕
」
（
「
依
韻
酬
郊
州
通
判
王
稜
太
停
」
）
（
『
活
文

A
U
 

正
公
集
』
巻
四
）
、
と
あ
り
、
友
と
の
対
局
が
彼
の
大
き
な
楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

同
様
に
棋
を
打
つ
こ
と
を
実
際
楽
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
そ
の
詩
文
か
ら
窺
わ
れ
る
文
人
と
し
て
王
再
偏
（
九
五
四
｜
一O
O

二
、

部
薙
（
一
O
一
一
一

O
七
七
）
、
欧
陽
修
（
一O
O
七
l

一
O
七
二
）
、
王
安
石
（
一
O
二
一
ー
ー
一O
八
六
）
等
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
王

百
円
偏
は
し
ば
し
ば
竹
の
あ
る
間
居
、
夜
の
静
寂
等
の
風
景
の
中
で
棋
を
打
っ
さ
ま
を
詠
じ
て
い
る
。

秋
光
雄
寂
港
、
幽
興
入
詩
家
。

秋
光
寂
潅
と
難
も
、
幽
興
詩
家
に
入
る
。

能
暗
蟹
暗
菊
、
園
荒
蟻
上
茄
。

簸
は
暗
く
し
て
蟹
は
菊
に
暗
き
、
園
は
荒
れ
て
蟻
茄
に
上
る
。

園
棋
知
日
影
、
理
髪
見
霜
華
。

棋
を
園
ん
で
日
影
を
知
り
、
髪
を
理
め
て
霜
華
を
見
る
。



向
暁
児
童
喜
、
渓
僧
遺
晩
瓜
。

雨
履
送
僧
を
制
定
滑
、
夜
棋
留
客
竹
粛
寒
。

七
十
年
華
髪
未
霜
、
道
情
偏
稽
宰
豊
陽
。

早
街
請
印
無
仇
覧
、
夜
楊
園
棋
祇
孟
光
。

誰
種
粛
粛
数
百
竿
、
伴
吟
偏
稿
作
閑
官
。

不
随
夫
監
争
春
色
、
濁
守
孤
貞
待
歳
寒
。

撃
梯
琴
床
生
雅
趣
、
影
侵
棋
局
助
清
歓
。

明
年
縦
便
量
移
去
、
猶
得
今
冬
雪
裏
看
。

な
ん
な
ん
お

暁
に
向
と
し
て
児
童
喜
び
、
渓
僧
晩
瓜
を
遣
く
。

（
「
秋
居
幽
興
（
其
一
）
」
『
小
畜
集
』
巻
九
）

雨
履
僧
を
送
っ
て
疹
淫
滑
り
、
夜
棋
客
を
留
れ
ど
も
竹
粛
寒
し
。

（
王
再
偽
「
贈
波
儀
朱
皐
士
」
「
小
畜
集
』
巻
十
一
）

七
十
年
華
賓
未
だ
霜
な
ら
ず
、
道
情
偏
え
に
宰
豊
陽
と
稿
す
。

早
街
印
を
請
ふ
も
仇
覧
無
く
、
夜
楊
棋
を
圏
む
は
紙
だ
孟
光
の
み
。

（
王
馬
偏
「
寄
幽
一
旦
陽
喰
長
官
」
『
小
畜
集
』
巻
九
）

誰
か
種
え
た
る
粛
粛
た
る
数
百
竿
を
、
伴
に
吟
じ
て
偏
え
に
稀
す
開
官
と
作
る
を
。
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夫
監
に
随
っ
て
春
色
を
争
は
ず
、
濁
り
孤
貞
を
守
っ
て
歳
寒
を
待
つ
。

撃
は
琴
床
を
梯
っ
て
雅
趣
生
じ
、
影
は
棋
局
を
侵
し
て
清
歓
を
助
く
。

明
年
縦
便
い
量
移
し
去
ら
る
る
も
、
猶
ほ
今
冬
雪
裏
に
看
る
を
得
ん
。

（
王
馬
偏
「
官
舎
竹
」
『
小
畜
集
』
巻
九
）

こ
れ
ら
静
誼
な
風
景
の
中
の
棋
は
唐
詩
な
ど
で
も
し
ば
し
ば
詠
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
簾
巻
茶
畑
祭
堕
葉
、
月
明
棋
子
落
深
苔
」
（
貫
休

「
将
入
匡
山
宿
韓
判
官
宅
」
『
禅
月
集
』
巻
二
十
五
）
、
「
窓
間
半
偶
聞
鐘
後
、
松
下
残
棋
送
客
回
」
（
温
庭
箔
「
寄
情
源
寺
僧
」
『
温
庭
篤
詩
集
』

巻
四
）
等
で
あ
る
。

王
馬
偏
は
生
涯
で
三
度
の
左
遷
を
経
験
し
て
い
る
が
、
「
官
舎
竹
」
と
「
秋
居
幽
興
」
の
二
詩
は
左
遷
先
の
商
州
で
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。(236) 



王
再
偏
に
と
っ
て
碁
を
打
つ
こ
と
は
ま
た
左
遷
先
で
の
孤
独
を
な
ぐ
さ
め
、
愁
い
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
二

(235) 

度
目
の
左
遷
先
黄
州
で
の
詩
「
月
波
棲
詠
懐
」
（
『
小
畜
集
』
巻
六
）
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

棲
中
何
所
有
、
官
岨
湛
批
蜂
。

棋
秤
留
客
坐
、
琴
調
待
僧
抽
。

橘
萄
邪
薬
鼎
、
詩
筆
間
茶
航
。

平
生
性
幽
濁
、
寂
実
誰
献
酬
。

官
常
己
三
期
、
懐
抱
擢
百
憂
。

党
欄
憶
王
祭
、
望
閥
同
子
牟
。

棲
中
何
の
有
る
所
ぞ
、
官
阻
批
蜂
湛
む
。

棋
坪
客
を
坐
に
留
め
、
琴
調
僧
の
抽
す
る
を
待
つ
。

橘
在
薬
鼎
の
郡
、
詩
筆
茶
甑
の
問
。

平
生
性
幽
濁
、
寂
実
誰
か
献
酬
せ
ん
。

官
常
巳
に
三
た
び
瓢
け
ら
れ
、
懐
抱
百
憂
握
る
。

欄
に
免
り
て
王
祭
を
憶
い
、
闘
に
望
ん
で
子
牟
と
同
じ
く
す
。

ヴ
ム

囲
碁
を
打
つ
と
い
う
こ
と
が
文
人
達
に
と
っ
て
、
世
俗
の
こ
と
に
心
を
煩
わ
さ
れ
ず
、
超
然
と
し
た
態
度
で
生
き
て
い
る
と
い
う
ポl
ズ

を
示
す
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
六
朝
時
代
棋
を
善
く
し
た
文
人
達
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
豆
白
書
』
巻
七
十
九
「
謝
安
惇
」
に
は
、

時
に
存
堅
強
盛
に
し
て
、
彊
相
場
虞
れ
多
し
、
諸
勝
敗
退
相
継
ぐ
。
安
、
弟
の
石
及
び
兄
の
子
玄
等
を
遣
し
て
機
に
謄
じ
て
征
討
せ
し

む
0

・
：
（
安
）
方
に
玄
、
固
と
棋
を
別
壁
に
賭
す
。
安
、
常
に
棋
、
玄
に
劣
る
。
是
の
日
玄
憧
れ
、
便
は
ち
敵
手
と
為
り
て
又
た
勝
た

ず
。
安
、
其
の
甥
羊
曇
を
顧
み
て
謂
ひ
て
日
く
「
壁
を
以
て
汝
に
乞
う
。
」
と
。
安
、
遂
に
瀞
渉
し
、
夜
に
至
り
て
乃
わ
ち
還
り
、
持

帥
に
指
授
し
て
、
各
々
其
の
任
に
嘗
ら
し
む
。
玄
等
既
に
堅
を
破
り
、
騨
書
の
至
る
有
り
。
安
、
方
に
客
に
封
し
て
棋
を
園
む
。
書
を

看
て
既
に
寛
わ
り
、
便
ち
撮
り
て
床
上
に
放
ち
、
了
に
喜
色
無
く
、
棋
す
る
こ
と
故
の
如
し
。
客
之
を
問
へ
ば
、
徐
ろ
に
答
へ
て
「
小



児
の
輩
遂
に
己
に
賊
を
破
る
。
」
と
云
ふ
。
既
に
罷
わ
り
、
内
に
還
り
て
、
戸
の
限
を
過
り
、
心
喜
ぶ
こ
と
甚
し
、
履
歯
の
折
れ
る
を

覚
ず
、
其
の
情
を
矯
め
物
を
鎮
め
る
こ
と
此
の
知
し
。
総
統
の
功
を
以
て
、
進
み
て
太
保
を
拝
す
。

ま
た
『
青
書
』
巻
四
十
九
「
元
籍
惇
」
に
は
、

籍
、
躍
教
に
拘
ら
ず
と
難
も
、
然
れ
ど
も
言
を
愛
す
る
こ
と
玄
遠
な
り
、

口
、
人
物
を
否
戚
せ
ず
。
性
至
孝
、
母
終
り
し
と
き
、
正
に

人
と
棋
を
圏
む
、
封
者
止
め
ん
こ
と
を
求
む
、
籍
留
め
て
奥
も
に
賭
を
決
す
。
既
に
し
て
酒
を
飲
む
こ
と
二
斗
、
撃
を
奉
ぐ
る
こ
と
一

競
、
血
を
吐
く
こ
と
敷
升
な
り
。

先
の
謝
安
の
故
事
で
は
囲
碁
に
関
わ
る
こ
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
つ
は
符
堅
と
い
う
強
敵
の
討
伐
を
命
ぜ
ら
れ
た
謝
安

今
3

と
あ
る
。

が
す
こ
し
も
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
別
荘
で
友
人
と
囲
碁
を
し
た
と
い
う
話
で
、い
つ
も
は
謝
安
よ
り
強
い
は
ず
の
謝
玄
が
出
陣
を
前
に
心
落

ち
着
か
ず
、
か
え
っ
て
安
に
囲
碁
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
謝
安
が
敵
を
前
に
し
て
も
平
常
心
を
も
っ
て
事

に
当
た
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
つ
は
謝
玄
ら
が
敵
を
破
っ
た
と
い
う
吉
報
が
届
い
て
も
、
囲
碁
を
し
て
い

た
謝
安
は
喜
色
を
表
す
こ
と
も
な
く
静
か
に
対
局
を
続
け
、
聞
碁
が
終
っ
て
家
に
帰
っ
て
か
ら
始
め
て
下
駄
の
歯
が
折
れ
る
ほ
ど
大
喜
び
を

し
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
元
籍
惇
」
で
、
親
孝
行
で
あ
っ
た
元
籍
が
母
の
死
を
聞
い
て
も
、
囲
碁
の
勝
負
を
最
後
ま
で
止
め
ず
、

後
に
な
っ
て
か
ら
大
酒
を
飲
ん
で
号
泣
し
血
を
吐
い
た
と
い
う
故
事
と
同
様
に
、
心
に
ど
ん
な
に
強
い
喜
び
ゃ
悲
し
み
の
感
情
が
湧
き
あ
が

ろ
う
と
も
、
囲
碁
に
対
し
て
い
る
時
に
は
そ
れ
を
ぐ
っ
と
抑
え
て
粛
々
と
勝
負
に
臨
む
と
い
う
文
人
の
一
つ
の
態
度
を
示
し
て
い
る
も
の
で
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あ
ろ
う
。
「
青
書
』
巻
四
十
三
「
王
戎
惇
」
に
も
「
戎
、
職
に
在
り
て
殊
に
能
無
し
と
躍
も
、
而
し
て
庶
績
修
理
す
。
後
に
光
椋
動
、
吏
部
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尚
書
に
遷
り
、
母
憂
を
以
て
職
を
去
る
。
性
至
孝
に
し
て
、
櫨
制
に
拘
ら
ず
。
酒
を
飲
み
肉
を
食
ら
ひ
、
或
は
突
棋
を
観
る
。
而
し
て
容
貌

致
惇
し
、
杖
し
て
然
し
て
後
に
起
つ
。
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

王
百
円
偏
の
左
遷
先
で
詠
じ
ら
れ
た
詩
に
し
ば
し
ば
棋
が
登
場
す
る
の
も
、
こ
れ
ら
の
故
事
と
無
関
係
で
は
な
い
。
静
誼
な
諦
居
で
囲
碁

を
打
ち
な
が
ら
、
王
苗
阿
倍
は
自
ら
の
憤
惑
の
情
を
心
の
底
に
抑
え
、
幾
度
も
の
左
遷
に
動
じ
な
い
平
然
と
し
た
態
度
で
臨
も
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

王
再
備
に
は
ま
た
「
築
上
狂
歌
送
侍
棋
衣
襖
天
使
」
詩
が
あ
る
。

太
宗
多
材
復
多
妻
、
高
機
徐
暇
翻
棋
勢
。

太
宗
多
材
復
た
多
妻
、
高
機
の
徐
暇
に
棋
勢
を
翻
す
。

4. 今
3

昔
事
先
皇
切
近
侍
、
北
門
西
披
清
華
地
。

昔
事
先
皇
の
近
侍
を
切
く
し
、
北
門
西
披
清
華
の
地
。

釘
面
千
里
為
第
一
、
濁
飛
天
蛾
為
第
二
。

封
面
千
里
を
第
一
と
為
し
、
濁
り
天
蛾
を
飛
ば
す
を
第
二
と
為
す
。

第
三
海
底
取
明
珠
、
三
陣
堂
堂
皆
御
製
。

第
三
は
海
底
に
明
珠
を
取
る
、
三
陣
堂
堂
と
し
て
皆
御
製
。

『
小
畜
集
』
巻
十

こ
の
詩
は
太
宗
が
棋
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
皇
帝
に
よ
る
棋
の
愛
好
は
、
士
大
夫
に
も
影
響
を
あ
た
え
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
六
一
居
士
」
と
稿
し
た
欧
陽
惰
が
「
五
口
が
家
は
書
一
高
巻
を
蔵
し
、
三
代
以
来
の
金
石
遺
文
一
千
巻
を
集
録
す
。
去
二
張
有
り
、
碁
一

局
有
り
て
、
常
に
酒
一
壷
を
置
く
」
（
「
六
一
居
士
惇
」
『
居
士
集
』
巻
四
十
四
）
と
し
て
棋
を
自
分
が
愛
好
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て

い
る
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。



竹
樹
日
己
滋
、
軒
帰
国
漸
幽
興
。
竹
樹
日
巳
に
滋
く
、
軒
箇
漸
や
く
幽
興
。

人
閑
輿
世
遠
、
鳥
語
知
境
静
。

人
聞
に
し
て
世
と
遠
く
、
鳥
語
境
静
を
知
る
。

春
光
藷
欲
布
、
山
色
寒
尚
映
。
春
光
藷
布
か
ん
と
欲
し
、
山
色
寒
く
し
て
尚
お
映
ず
。

濁
牧
寓
慮
、
心
、
於
此
一
秤
競
。
濁
り
寓
慮
の
心
を
牧
め
、
此
よ
り
一
一
杵
を
競
わ
ん
。

（
欧
陽
修
「
新
開
棋
軒
呈
元
珍
表
臣
」
「
居
士
外
集
』
巻
二
）

王
安
石
に
は
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。

北
風
吹
人
不
可
出
、
清
坐
旦
可
輿
君
棋
。
北
風
人
に
吹
い
て
出
づ
る
可
か
ら
ず
、
清
坐
し
て
且
く
君
と
棋
す
可
し
。

戸
、J

今
3

明
朝
投
局
日
未
晩
、
従
此
亦
復
不
吟
詩
。

明
朝
局
を
投
ず
日
未
だ
晩
か
ら
ず
、
此
従
り
亦
た
復
ぴ
詩
を
吟
ぜ
ず
。

（
王
安
石
「
釘
棋
奥
道
源
至
草
堂
寺
」
『
臨
川
先
生
文
集
』
巻
三
）

「
封
棋
輿
道
源
至
草
堂
寺
」
は
こ
れ
か
ら
友
人
と
碁
を
打
ち
始
め
よ
う
と
い
う
時
の
詩
で
あ
ろ
う
。
四
句
の
中
に
、
作
者
の
碁
に
対
す
る

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
明
朝
局
を
投
ず
」
の
「
投
局
」
は
、
碁
盤
を
ひ
つ
く
り
か
え
す
意
（
『
南
史
』
巻
二
十
「
謝
弘
微
惇
」
に
「
弘

微
性
寛
博
、
無
喜
恒
。
末
年
嘗
輿
友
人
棋
、
友
人
西
南
棋
有
死
勢
、
復
一
客
日
、
西
南
風
急
、
或
有
覆
舟
者
。
友
悟
乃
救
之
。
弘
微
大
怒
、

投
局
於
地
。
」
と
あ
る
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
碁
を
打
つ
の
を
や
め
る
こ
と
を
指
そ
う
。
作
者
は
こ
れ
か
ら
明
日
の
朝
ま
で
碁
の
勝
負
を

く
り
ひ
ろ
げ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
此
従
り
亦
た
復
び
詩
を
吟
ぜ
ず
」
と
い
う
最
後
の
匂
も
碁
の
勝
負
に
集
中
し
よ
う
と
い
う
作
者
の
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意
志
表
示
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
に
と
っ
て
、

一
手
一
手
大
事
に
考
え
な
が
ら
碁
を
打
つ
と
い
う
こ
と
は
、
一
宇
一
句
言
葉
を
推
鼓
し
て
詩
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を
作
る
こ
と
と
共
通
す
る
精
神
の
一
点
集
中
を
要
求
さ
れ
る
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
詩
を
作
る
の
は
や
め
て
、

対
局
に
集
中
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

王
安
石
に
お
い
て
、
作
詩
と
囲
碁
の
密
接
な
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
に
、
「
醇
肇
明
と
突
棋
し
梅
花
詩
を
賭
し
て
輸
く
一
首
〔
奥
醇
肇
明
突

棋
賭
梅
花
詩
輸
一
首
〕
」
（
『
臨
川
先
生
文
集
』
巻
二
八
）
が
あ
る
。
王
安
石
に
と
っ
て
、
作
詩
も
囲
碁
も
高
雅
な
知
的
楽
し
み
と
し
て
共
通
性
を

持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
王
安
石
よ
り
も
少
し
時
代
は
遡
る
が
徐
鉱
（
九
一
七
｜
九
九
二
）
に
も
「
棋
し
て
詩
を
賦
す
こ
と
を
賭
く
、

劉
起
居
に
輸
く
〔
棋
賭
賦
詩
輸
劉
起
居
〕
」
（
『
徐
公
文
集
』
巻
五
）
と
い
う
詩
が
あ
り
、
碁
に
負
け
て
詩
を
賦
す
遊
び
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

囲
碁
を
天
地
に
擬
え
る
と
い
う
考
え
方
は
、
す
で
に
後
漢
・
班
固
の
「
突
旨
」
に
見
え
る
。

fo 

局
必
ず
方
正
な
る
は
、
地
則
に
象
る
な
り
。
道
必
ず
正
直
な
る
は
、
明
徳
を
神
に
す
る
也
。
棋
に
白
黒
有
る
は
陰
陽
分
る
る
也
。
餅
羅

列
布
す
る
は
天
文
に
倣
う
也
。
：
・
上
に
天
地
の
象
有
り
、
次
に
帝
王
の
治
あ
り
、
中
に
五
覇
の
権
有
り
下
に
戦
国
の
事
有
り
。
其
の
得

失
を
覧
れ
ば
古
今
略
備
は
る
。
〔
局
必
方
正
象
地
則
也
。
道
必
正
直
神
明
徳
也
。
棋
有
白
黒
陰
陽
分
也
。
耕
羅
列
布
妓
天
文
也
0

・
：
上
有
天
地

之
象
、
次
有
帝
王
之
治
、
中
有
五
覇
之
権
、
下
有
戦
国
之
事
。
覧
其
得
失
、
古
今
略
備
。
〕
（
『
古
文
苑
』
巻
第
十
七
）

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
さ
ら
に
押
し
す
す
め
、
棋
を
歴
史
の
興
亡
に
た
と
え
、
易
、
老
荘
、
儒
教
の
哲
学
を
加
味
し
て
棋
に
独
特
の
世
界

観
を
展
開
し
て
い
る
の
が
、
部
棄
の
一
千
言
以
上
に
及
ぶ
「
観
棋
大
吟
」
で
あ
る
。
そ
の
詩
の
最
後
の
部
分
は
次
の
如
く
で
あ
る
。



成
敗
須
蹄
命
、
興
亡
自
繋
時
。

天
機
不
常
設
、
国
手
無
常
施
。

往
事
都
陳
誠
一
、
前
書
略
可
依
。

比
観
之
博
突
、
不
差
乎
事
麓
。

消
長
天
旋
運
、
陰
陽
道
範
囲
。

吉
凶
人
変
化
、
動
静
事
植
機
。

疾
走
者
先
顛
、
遅
茂
者
後
萎
。

血
ハ
其
交
受
害
、
不
若
両
忘
之
。

求
魚
必
以
答
一
、
獲
兎
必
以
第
。

得
之
不
能
忘
、
羊
質
而
虎
皮
。

道
大
関
老
子
、
才
難
語
仲
尼
。

造
形
能
自
倍
、
当
局
畳
憂
迷
。

黒
白
吾
川
能
漁
、
死
生
柔
足
猪
。

麿
機
如
破
的
、
迎
刃
不
容
総
。

勿
詩
傍
人
笑
、
休
防
冷
眼
窺
。

既
能
通
妙
用
、
何
必
患
多
岐
。

同
道
道
亦
得
、
先
天
天
弗
違
。

成
敗
須
ら
く
命
に
蹄
す
、
興
亡
自
ら
時
に
繋
る
。

天
機
常
に
は
設
け
ず
、
国
手
常
に
は
施
さ
ず
。

往
事
都
な
誠
一
を
陳
ぶ
、
前
書
略
ぼ
依
る
可
し
。

之
を
博
突
に
比
し
て
観
れ
ば
、
事
麓
も
差
わ
ず
。

消
長
は
天
運
を
旋
し
、
陰
陽
は
道
囲
に
範
る
。

吉
凶
人
変
化
し
、
動
静
事
植
機
な
り
。

疾
く
走
す
る
者
は
先
に
顛
し
、
遅
れ
て
茂
る
者
は
後
に
萎
す
。

其
れ
交
ご
も
害
を
受
く
る
よ
り
は
、
両
つ
な
が
ら
之
を
忘
る
る
に
若
か
ず
。

魚
を
求
む
る
に
必
ら
ず
釜
を
以
て
し
、
兎
を
獲
る
に
必
ら
ず
第
を
以
て
す
。

司f今
コ

之
を
得
て
忘
る
る
こ
と
能
は
、
ざ
れ
ば
、
羊
質
に
し
て
虎
皮
な
り
。

道
大
に
し
て
老
子
を
聞
き
、
才
難
く
し
て
仲
尼
に
語
る
。

造
形
能
く
自
ら
悟
ら
ば
、
当
局
山
豆
に
憂
迷
せ
ん
や
。

黒
白
罵
ん
ぞ
善
く
泊
め
ん
や
、
死
生
柔
ん
ぞ
狩
む
に
足
ら
ん
。

機
に
臆
じ
て
的
を
破
る
が
如
し
、
刃
を
迎
え
て
総
を
容
れ
ず
。

訪
か
る
勿
か
れ
傍
人
の
笑
ふ
を
、
防
ぐ
を
休
め
よ
冷
眼
の
窮
ま
る
を
。

既
に
能
く
妙
用
に
通
ず
れ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し
も
多
岐
を
患
ら
わ
ん
。
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道
と
同
じ
く
す
れ
ば
道
亦
た
得
、
天
に
先
ん
ず
れ
ば
天
違
う
こ
と
弗
し
。



『
伊
川
撃
壌
集
』
巻
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部
落
は
「
造
形
能
く
自
ら
悟
れ
ば
、
当
局
量
に
憂
迷
せ
ん
や
」
と
、
囲
碁
を
道
に
合
い
通
じ
る
も
の
、
天
の
道
理
に
か
な
う
も
の
と
い
う

考
え
を
詩
に
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
北
宋
の
文
人
達
は
そ
れ
ま
で
の
囲
碁
に
対
す
る
伝
統
的
発
想
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
経
験
を
盛
り
込
ん
で
、

様
々
に
棋
を
詩
に
詠
じ
分
け
て
い
た
。
そ
れ
で
は
蘇
戟
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
蘇
載
の
「
観
棋
」
詩
（
「
合
注
』
巻
四
十
ニ
を

採
り
あ
げ
る
。

「
観
棋
」
並
引

0
0
 

余
素
不
解
棋
、
嘗
濁
遊
塵
山
白
鶴
観
。
観
中
人
皆
闇
戸
書
一
寝
、
濁
聞
棋
整
於
古
松
流
水
之
問
、
意
欣
然
喜
之
。
自
爾
欲
学
、
然
終
不

解
也
。
児
子
過
乃
粗
能
者
、
信
守
張
中
日
従
之
戯
、
予
亦
隅
坐
、
寛
日
不
以
為
厭
也
。

余
素
よ
り
棋
を
解
さ
ず
、
嘗
て
濁
り
塵
山
の
白
鶴
観
に
遊
ぶ
。
観
中
の
人
皆
戸
を
闇
じ
て
書
一
寝
す
。
濁
り
棋
撃
を
古
松
流
水
の
聞

に
聞
き
、
意
欣
然
と
し
て
之
を
喜
ぶ
。
爾
れ
自
り
学
ば
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
終
に
解
せ
ざ
る
な
り
。
児
子
過
は
乃
ち
粗
能

く
す
る
者
な
り
、

傍
守
張
中
日
こ
れ
に
従
ひ
て
戯
る
。
予
亦
た
隅
坐
す
、
寛
日
以
て
厭
と
為
さ
ざ
る
な
り
。

五
老
峰
前

白
鶴
遺
杜

五
老
峰
前

白
鶴
の
遺
祉

長
松
蔭
庭

風
日
清
美

長
松
庭
を
蔭
ひ

風
日
清
美
な
り



我
時
濁
砂
防

誰
欺
棋
者

不
聞
人
聾

不
逢
一
士

戸
外
履
二

時
間
落
子

紋
秤
坐
封
誰
究
此
味

量
在
紡
鯉

空
鈎
意
釣

小
児
近
道

勝
国
欣
然

優
哉
瀧
哉

剥
啄
信
指

敗
亦
可
喜

珊
復
爾
耳

我
れ
時
に
濁
り
瀞
ぴ

一
士
に
逢
わ
ず

誰
か
棋
す
る
者
ぞ

戸
外
履
二
つ
あ
り

人
撃
を
聞
か
ず

時
に
子
の
落
つ
る
を
聞
く

紋
秤
に
坐
し
て
封
す

誰
か
此
味
を
究
め
ん

空
鈎
も
て
釣
を
意
う

小
児
道
に
近
し

剥
啄山
ザ旦
> P lこ

イ主盟
す住

在
ら
ん
や

勝
て
ば
固
よ
り
欣
然
た
り

敗
る
る
も
亦
た
喜
ぶ
可
し

優
な
る
か
な
併
な
る
か
な

柳
か
復
た
爾
る
の
み

oj 
今
3

こ
の
詩
は
王
文
詰
の
『
蘇
文
忠
公
詩
編
注
集
成
総
案
」
に
よ
る
と
、
蘇
戟
の
晩
年
、
紹
聖
五
年
（
一
O
九
八
）
四
月
に
左
遷
先
の
海
南
島

で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詩
の
前
半
は
昔
、
塵
山
に
旅
し
た
と
き
の
情
景
を
回
顧
し
て
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
人
気
の
な
い
山
中
で

棋
を
打
つ
音
だ
け
が
響
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
山
中
の
静
寂
が
引
き
立
て
ら
れ
る
と
い
う
描
写
で
あ
ろ
う
。

塵
山
で
の
こ
の
経
験
に
つ
い
て
、
蘇
戟
は
別
の
文
章
で
司
空
図
の
詩
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

司
空
図
表
聖
自
ら
其
の
詩
を
論
じ
、
以
て
味
を
味
の
外
に
得
る
と
為
す
。
・
：
「
棋
聾
花
院
を
閉
ざ
し
、
銀
影
石
台
に
高
し
」
と
云
う
。

吾
れ
嘗
て
五
老
峰
に
誹
ぴ
、
白
鶴
院
に
入
る
。
松
陰
庭
に
満
ち
、
一
人
を
見
ず
、
惟
だ
棋
撃
を
聞
く
。
然
る
後
に
此
句
の
巧
な
る
を
知

ひ
と

れ
る
な
り
、
但
だ
恨
む
ら
く
は
其
れ
寒
倹
に
し
て
僧
態
有
り
。
杜
子
美
に
「
暗
飛
の
蛍
自
り
照
ら
し
、
水
宿
の
鳥
相
い
呼
ぶ
。
」
（
「
倦

夜
」
）
、
「
四
更
山
月
を
吐
き
、
残
月
水
棲
に
明
ら
か
な
り
。
」
（
「
月
」
）
と
云
う
が
若
き
は
、
則
わ
ち
才
力
富
健
、
表
聖
の
流
を
去
る(228) 



こ
と
遠
し
。
〔
司
空
図
表
聖
自
論
其
詩
、
以
為
得
味
於
味
外0
・
：
云
「
棋
聾
花
院
問
、銀
影
石
台
高
」
吾
嘗
瀧
五
老
峰
、
入
白
鶴
院
、
松
陰
満
庭
、

(227) 

不
見
一
人
、
惟
間
棋
撃
、
然
後
知
此
句
之
巧
也
、
但
恨
其
寒
倹
有
僧
態
。
若
杜
子
美
云
「
暗
飛
蛍
自
照
、
水
宿
鳥
相
呼
。
」
、
「
四
更
山
吐
月
、
残
月

水
明
棲
。
」
則
才
力
富
健
、
去
表
聖
之
流
遠
実
。
〕

（
「
書
司
空
図
詩
」
中
華
書
局
『
蘇
戟
文
集
』
巻
六
七
）

こ
の
文
章
に
言
う
と
こ
ろ
は
、
蘇
載
が
司
空
図
の
作
を
味
わ
い
深
い
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
杜
甫
の
詩
と
比
較
し
て
な
お
「
寒
倹
に
し
て
僧

態
有
り
」
と
し
て
不
満
の
意
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
花
院
閉
」
「
石
台
高
」
と
い
う
情
景
が
あ
ま
り
に
も
美
し
く
静
か
で
ひ
っ
そ
り
し

す
ぎ
て
い
て
、
そ
こ
に
杜
甫
の
詩
句
「
蛍
自
照
」
「
鳥
相
呼
」
「
山
吐
月
」
「
水
明
棲
」
に
見
え
る
よ
う
な
風
景
が
主
体
的
に
働
き
か
け
る
よ

静
、
話
な
趣
を
醸
し
出
す
た
め
に
棋
や
棋
を
打
つ
音
が
詩
に
詠
み
こ
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
唐
詩
で
は
、
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う
な
力
強
さ
を
感
じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

山
僧
封
棋
坐
、
局
上
竹
陰
清
。
映
竹
無
人
見
、
時
間
下
子
整
。

（
白
居
易
「
池
上
二
絶
」
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
六
十
五
）

梅
院
重
門
掩
、
遺
逢
歌
吹
透
。
庭
深
人
不
見
、
春
至
曲
能
停
。

花
落
弾
棋
慮
、
香
来
薦
枕
前
。
使
君
停
五
馬
、
行
楽
此
中
偏
。

（
孫
逃
「
和
常
州
崖
使
君
詠
後
庭
梅
二
首
（
其
一
一
）
『
全
唐
詩
』
巻
一
百
十
人
」
）

花
間
酒
気
春
風
遠
、
竹
裏
棋
撃
夜
雨
寒
。
三
頃
水
田
秋
更
熟
、
北
笛
誰
梯
奮
塵
冠
。



（
許
揮
「
村
合
二
首
（
其
一
一
）
『
丁
卯
集
』
巻
上
」

石
衣
如
髪
小
渓
清
、
渓
上
柴
門
架
樹
成
。
園
裏
水
流
湊
竹
響
、
箇
中
人
静
下
棋
整
。

（
皮
日
休
「
李
庭
士
郊
居
」
『
全
唐
詩
』
巻
六
二
二
）

等
が
あ
り
、
蘇
戟
は
自
ら
も
他
の
詩
で

谷
鳥
驚
棋
撃
、
山
蜂
識
酒
香
。

（
「
次
韻
子
由
緑
笥
堂
」
『
合
注
』
巻
六

晩
照
飴
喬
木
、
前
村
起
タ
畑
。
棋
聾
虚
閤
上
、
酒
味
早
霜
前
。

（
「
晩
遊
城
西
関
善
院
浮
舟
暮
蹄
」
二
首
『
合
注
』
巻
五
十
）-141-

と
詠
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
「
観
棋
」
詩
の
面
白
さ
は
、
前
半
に
塵
山
で
自
ら
が
体
験
し
た
情
景
を
描
き
、
静
、
話
な
徐
韻
を
醸
し
出
す
ば

か
り
で
な
く
、
後
半
で
現
在
自
分
が
住
み
暮
ら
す
海
南
島
で
の
日
常
生
活
の
様
子
を
続
け
、
そ
の
味
わ
い
を
体
現
す
る
人
間
の
姿
を
も
詠
じ

て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
第
十
一
句
で
「
紋
秤
に
坐
し
て
封
」
し
て
い
る
の
は
蘇
献
の
子
蘇
過
と
傍
守
張
中
で
あ
る
。

第
十
三
・
十
四
句
「
空
鈎
意
釣
、
量
在
紡
鯉
」
に
つ
い
て
、
鴻
鷹
棺
は
『
新
唐
書
』
巻
百
二
十
一「
隠
逸
停
」
の
張
志
和
の
故
事
「
毎
垂

釣
不
設
餌
、
志
不
在
魚
也
」
を
用
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
棋
の
味
わ
い
を
表
現
す
る
の
に
釣
り
に
関
す
る
故
事
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
点

で
、
蘇
戟
が
導
入
し
た
新
し
い
表
現
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
釣
り
糸
を
垂
れ
る
行
為
と
、
碁
を
打
つ
と
い
う
行
為
と
に
蘇
戟

は
共
通
性
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
観
棋
」
詩
と
同
様
に
張
志
和
「
毎
垂
釣
不
設
餌
」
の
故
事
を
用
い
た
も
の
と
し
て
、
「
江
郊
」
詩
（
『
合
注
』
巻
三
人
）
が
あ
る
。

(226) 



恵
州
蹄
善
県
治
之
北
、
数
百
歩
抵
江
少
西
、
有
盤
石
小
揮
可
以
垂
釣
、
作
江
郊
詩
云
、

(225) 

江
郊
恵
庭

雲
水
落
絢

恵
州
蹄
善
県
治
の
北
、
数
百
歩
に
し
て
江
に
抵
る
。
少
し
く
面
す
れ
ば
、
盤
石
小
浬
の
以
て
釣
を
垂
れ
る
可
き
有
り
。
江
郊
の
詩
を
作
り
て
云
ふ
、

江
郊
恵
庭
と
し
て

雲
水
葎
絢
た
り

碕
岸
斗
入

洞
津
輪
韓

先
生
悦
之

布
席
閉
燕

初
日
下
照

潜
鱗
術
見

意
釣
忘
魚

梁
此
竿
線

優
哉
悠
哉

玩
物
之
愛

碕
岸
斗
入
し

沼
津
輪
轄
す

先
生
之
を
悦
び

席
を
布
し
て
開
燕
す

初
日
は
下
を
照
ら
し

潜
鱗
は
僻
し
て
見
ゆ

意
に
魚
を
釣
る
を
忘
れ

此
の
竿
線
を
楽
し
む

優
な
る
か
な
悠
な
る
か
な
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玩
物
の
愛

こ
の
詩
は
作
者
が
青
々
と
美
し
い
川
原
の
風
景
、
浬
淵
の
渦
巻
く
水
の
面
白
さ
に
惹
か
れ
て
、
そ
こ
で
席
を
設
け
ゆ
っ
た
り
と
酒
を
飲
み
、

釣
り
糸
を
垂
れ
る
と
い
う
さ
ま
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
朝
日
が
水
面
を
照
ら
す
と
、
水
は
澄
み
き
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
水
底
に
潜
ん
で

h
り
、
抗H
U、

い
る
魚
が
見
え
る
。
そ
う
し
た
風
景
を
ω楽
し
み
な
が
ら
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
し
か
魚
が
釣
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ

つ
り
竿
や
釣
り
糸
の
感
触
を
梁
し
む
こ
と
に
夢
中
に
な
り
、
す
べ
て
を
忘
れ
て
悠
々
と
し
た
時
を
過
ご
し
て
い
る
自
分
自
身
を
発
見

す
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
「
玩
物
之
愛
」
は
「
釣
り
」
と
い
う
遊
び
の
中
で
発
見
し
た
そ
う
し
た
自
ら
の
意
境
の
変
化
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
江
郊
」
詩
に
い
う
魚
を
得
る
と
い
う
本
来
の
釣
り
の
目
的
よ
り
も
つ
り
竿
や
釣
り
糸
の
感
触
を
楽
し
む
と
い
う
「
玩
物
之
愛
」
こ

そ
が
、
「
観
棋
」
詩
第
十
七
、
八
匂
に
述
べ
ら
れ
る
「
勝
国
欣
然
、
敗
亦
可
喜
。
」
と
い
う
囲
碁
の
境
地
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
囲
碁
と

い
う
本
来
勝
敗
を
争
う
ゲ
l

ム
を
行
い
な
が
ら
、
い
つ
し
か
勝
敗
と
い
う
目
的
を
忘
れ
、
碁
石
の
感
触
を
楽
し
ん
だ
り
、
碁
を
打
つ
音
の
響



き
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
悠
々
と
し
た
時
を
過
ご
す
と
詠
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

蘇
戟
の
囲
碁
に
関
連
す
る
文
章
を
も
う
ひ
と
つ
取
り
あ
げ
る
。

南
山
獄
の
李
昌
老
は
睡
を
好
む
。
衆
人
食
に
飽
き
て
棋
を
下
す
。
自
問
老
親
ち
枕
に
就
き
、
数
局
に
一
展
轄
す
。
云
う
我
始
め
て
一
局
す
、

君
幾
局
せ
る
か
と
。
東
坂
日
わ
く
、
李
嵐
老
は
常
に
四
脚
の
棋
盤
を
用
い
、
只
だ
一
色
の
黒
子
を
着
す
。
昔
遺
詔
と
敵
手
、
今
陳
捧

に
先
を
争
わ
る
。
着
す
る
時
は
輪
車
有
る
に
似
て
、
着
し
了
わ
れ
ば
並
び
に
一
物
無
し
。
欧
陽
公
の
夢
中
の
作
の
詩
に
云
う
、
夜
涼
し

く
し
て
笛
を
吹
く
千
山
の
月
、
路
暗
く
し
て
人
を
迷
わ
す
百
種
の
花
。
棋
罷
わ
り
て
知
ら
ず
人
の
世
を
換
は
れ
る
を
、
酒
閑
わ
に
し
て

客
の
家
を
思
う
を
奈
ん
と
も
す
る
無
し
、
と
。
殆
ど
是
の
謂
ひ
な
り
。
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〔
南
山
獄
李
自
国
老
好
睡
。
衆
人
飽
食
下
棋
、
自
国
靴
就
枕
、
数
局
一
展
轄
。
云
・
・
我
始
一
局
、
君
幾
局
実
。
東
坂
田
・
・
李
嵐
老
常
周
囲
脚
棋
盤
、
只

着
一
色
黒
子
。
昔
輿
遺
詔
敵
手
、
今
被
陳
捧
争
先
。
着
時
似
有
輸
歳
、
着
了
並
無
一
物
。
欧
陽
公
夢
中
作
詩
云
・
・
夜
涼
吹
笛
千
山
月
、
路
暗
迷
人

百
種
花
。
棋
罷
不
知
人
換
世
、
酒
闘
無
奈
客
思
家
。
殆
是
謂
也
。
〕
（
『
文
集
』
巻
七
一「
書
李
嵩
棋
」
）

こ
の
文
章
に
あ
る
李
嵐
老
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
こ
の
人
物
が
「
睡
り
を
好
む
」
と
い
う
こ
と
つ

い
て
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
李
昌
老
は
眠
っ
て
夢
の
中
で
碁
を
打
つ
の
で
あ
る
。
李
嵐
の
碁
盤
は
「
四
脚
の
棋
盤
」
つ
ま
り
李
嵐
が
眠
る
ベ

あ
ろ
う
。
蘇
載
の
「
護
広
州
」
詩
（
『
合
注
』
巻
三
十
八
）
に
、
「
三
杯
軟
飽
後
、

ッ
ド
で
、
「
只
だ
一
色
の
黒
子
を
着
す
」
（
黒
色
の
碁
石
ば
か
り
で
う
つ
）
と
あ
る
の
は
、
昼
寝
の
こ
と
を
「
黒
甜
」
と
い
う
こ
と
と
関
連
が

一
枕
黒
甜
徐
」
と
あ
り
、
そ
の
自
注
に
「
俗
謂
睡
為
黒
甜
。
」(224) 



と
い
う
。
李
嵐
が
碁
仇
と
し
て
い
る
「
遺
詔
」
は
字
を
孝
先
と
い
っ
て
後
漢
の
人
。
文
章
に
優
れ
て
い
て
、
『
後
漢
書
』
巻
八
十
「
文
苑
惇

上
」
に
弟
子
に
昼
寝
を
各
め
ら
れ
て
「
但
だ
眠
り
て
、
経
事
を
思
ひ
、
寂
ね
て
周
公
と
夢
を
通
じ
、
静
か
に
し
て
孔
子
と
意
を
同
じ
く
せ
ん
(223) 

と
欲
す
る
の
み
。
〔
但
欲
眠
、
思
経
事
。
謀
輿
周
公
通
夢
、
静
輿
孔
子
同
意
。
〕
」
と
鷹
じ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
後
に

「
漫
詔
寝
」
は
昼
寝
を
指
す
語
と
な
っ
た
。
「
陳
捧
」
字
図
南
は
仙
術
を
修
め
宋
の
太
宗
、
真
宗
に
重
ん
じ
ら
れ
た
人
物
で
、
眠
る
と
百
日
以

上
起
き
・
な
か
っ
た
と
い
う
（
『
宋
史
』
巻
四
五
七
「
隠
逸
上
」
）
。
い
ず
れ
の
人
物
も
「
睡
り
を
好
む
」
と
い
う
点
で
、
李
嵐
老
の
好
敵
手
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
。
夢
の
中
で
囲
碁
を
打
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
勝
っ
た
り
負
け
た
り
の
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
李
自
由
が
夢
か
ら
覚

め
て
現
実
の
世
界
に
戻
れ
ば
そ
ん
な
勝
負
の
世
界
は
跡
形
も
無
い
。

こ
の
文
章
の
中
で
蘇
執
は
碁
と
夢
と
を
、
と
も
に
現
実
の
世
界
を
離
れ
た
所
で
心
を
自
由
に
遊
ば
せ
る
境
地
と
し
て
の
共
通
性
を
見
出
し

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
つ
て
拙
論
「
蘇
戟
と
琴
」
の
中
で
、
「
『
列
子
』
「
黄
帝
篇
」
に
黄
帝
が
章
寝
し
て
夢
で
華
膏
の
固
と
い
う-144 

理
想
郷
に
遊
ん
だ
と
い
う
話
が
見
え
る
よ
う
に
、
昼
寝
と
い
う
行
為
は
隠
逸
志
向
の
文
人
に
と
っ
て
現
実
社
会
で
は
か
な
え
ら
れ
な
い
理
想

を
追
い
求
め
る
と
い
う
消
極
的
反
俗
の
ポ
i

ズ
で
あ
っ
た
。
淵
明
が
北
帰
国
の
下
で
向
性
一
寝
を
し
太
古
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
行
為
も
一
種
の

反
俗
的
姿
勢
と
み
な
さ
れ
、
そ
う
し
た
姿
勢
の
象
徴
と
し
て
「
北
箇
」
と
い
う
語
が
後
代
の
多
く
の
詩
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
行
く
。
」
と
述

べ
、
蘇
戟
に
と
っ
て
も
霊
寝
は
淵
明
の
隠
逸
生
活
を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
李
詰
老
が
昼

寝
の
中
で
古
今
の
人
物
を
相
手
に
自
由
に
碁
の
勝
負
を
挑
む
と
い
う
こ
と
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
理
想
郷
に
遊
ぶ
」
行
為
と
し
て
囲
碁

の
境
地
に
も
現
実
と
は
別
の
時
聞
が
流
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
蘇
戟
一
人
の
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
蘇
載
が
こ
の
文
章
の
後
半
に
上
げ
る
欧
陽
惰
の
詩
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

欧
陽
惰
の
詩
「
夢
中
作
」
は
先
に
あ
げ
た
「
嫡
柄
」
の
故
事
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
『
述
異
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
澗
柄
」
の
故
事
の



原
文
を
次
に
あ
げ
て
お
く
。

信
安
郡
石
室
山
に
、
晋
の
時
樵
者
王
質
伐
木
し
て
山
に
入
り
、
二
童
子
の
棋
す
る
を
見
る
。
王
質
に
一
物
の
棄
核
の
如
き
を
輿
う
。

之
を
食
べ
れ
ば
飢
え
を
覚
え
ず
。
持
す
る
所
の
斧
を
以
て
坐
に
置
き
て
観
る
。
童
子
の
指
し
て
之
が
為
に
日
わ
く
、
汝
の
斧
柄
欄
る
。

質
郷
閣
に
帰
れ
ば
復
た
時
人
無
し
。
〔
信
安
郡
石
室
山
、
晋
時
樵
者
王
質
伐
木
入
山
。
見
二
童
子
棋
。
輿
王
質
一
物
、
如
棄
核
。
食
之
、
不
覚

飢
。
以
所
持
斧
置
坐
而
観
。
童
子
指
為
之
日
、
汝
斧
柄
欄
失
。
質
帰
郷
間
無
復
時
人
。
〕

王
質
が
迷
い
込
ん
だ
山
中
は
現
実
と
は
流
れ
る
時
聞
が
全
く
異
な
る
別
世
界
で
あ
る
。
先
に
蘇
執
が
引
用
し
た
欧
陽
惰
の
詩
の
前
半
部
に

「
夜
涼
吹
笛
千
山
月
、
路
暗
迷
人
百
種
花
。
（
涼
し
い
夜
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
笛
の
音
が
流
れ
る
山
中
を
月
明
か
り
を
頼
り
に
し
て
さ
ま
よ

っ
て
い
る
。
暗
い
夜
道
を
い
く
う
ち
に
花
々
の
よ
い
香
に
誘
わ
れ
い
つ
し
か
足
は
そ
ち
ら
へ
向
か
っ
て
い
た
。
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
夢
の
中-145-

で
作
者
が
迷
い
こ
ん
だ
山
中
は
音
楽
が
流
れ
様
々
な
花
が
咲
き
乱
れ
る
美
し
い
世
界
で
あ
っ
た
。
欧
陽
惰
の
詩
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
お
そ
ら
く
碁
を
打
っ
て
い
る
者
達
が
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
傍
ら
で
彼
ら
の
打
つ
囲
碁
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
現
実
の
世
界
で
は
世

代
が
代
わ
る
ほ
ど
長
い
時
聞
が
流
れ
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
詩
の
後
半
「
棋
罷
不
知
人
換
世
、
酒
閑
無
奈
客
思
家
」
は
『
述
異
記
」
故
事
の

「
斧
柄
欄
」
、
「
帰
郷
間
無
復
時
人
」
と
い
う
の
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
も
と
も
と
囲
碁
の
故
事
で
あ
る
「
嫡
桐
」
の
物
語
に
は
、
夢
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
欧
陽
惰
の
詩
で
は
王

質
が
迷
い
込
ん
だ
異
次
元
の
世
界
と
夢
の
世
界
と
を
結
び
つ
け
て
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
夢
と
、
碁
盤
の
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
囲
碁
の
勝

負
と
の
共
通
性
は
、
人
に
現
実
世
界
を
忘
れ
さ
せ
、
す
ば
ら
し
い
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
終
っ
て
し
ま
え
ば
一
瞬
に
し

て
跡
形
も
無
く
消
え
、
何
も
残
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(222) 



し
か
し
そ
の
よ
う
な
特
性
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
蘇
献
を
は
じ
め
当
時
の
士
大
夫
達
が
心
を
遊
ば
せ
る
も
の
と
し
て
囲
碁
を
愛
好
し
た
こ
と
が
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窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
の
詞
「
満
庭
芳

余
黄
州
に
諦
居
す
る
こ
と
五
年
、
特
に
臨
汝
に
赴
か
ん
と
し
て
、
満
庭
芳
一
篇
を
作
り
黄
人
に
別
る
。
既
に
南
都
に

至
り
、
恩
を
蒙
り
て
陽
羨
に
放
蹄
せ
ら
る
、
復
た
一
篇
を
作
る
〔
余
諦
居
黄
州
五
年
、
持
赴
臨
汝
、
作
満
庭
芳
一
篇
別
黄
人
。
既
至
南
都
、
蒙
思

放
畑
町
陽
羨
、
復
作
一
篇
〕
」
（
龍
検
生
校
集
『
東
坂
楽
府
案
』
巻
二
）
の
後
関
に
お
い
て
、
蘇
執
は
非
現
実
的
世
界
で
の
で
き
ご
と
を
描
く
の
に
、

囲
碁
の
故
事
と
し
て
人
口
に
謄
条
す
る
「
柄
欄
」
の
故
事
を
効
果
的
に
用
い
て
い
る
。

生正
何

何
慮
有

銀
演
童
慮

天
女
停
竣

何
ば
く
も
無
く
し
て

何
れ
の
慮
に
か
有
ら
ん

銀
演
の
惹
く
る
庭

天
女
竣
を
停
む

顧
謂
同
来
稚
子

廃
嫡
汝
腰
下
長
桐

顧
り
み
て
謂
う
同
来
の
稚
子
に

鷹
に
澗
る
べ
し
汝
が
腰
下
の
長
柄
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問
何
事
人
間

久
戯
風
波

問
ふ
何
事
ぞ
人
聞
に
し
て

久
し
く
風
波
に
戯
む
る

青
杉
破

輩
仙
笑
我

千
楼
桂
煙
蓑

青
杉
破
れ

輩
仙
我
を
笑
う

千
棲
に
煙
蓑
桂
か
る

こ
の
調
の
前
剃
で
は
現
実
の
情
景
を
詠
じ
る
の
に
対
し
、
後
剃
で
は
蘇
戟
の
夢
の
中
で
の
で
き
ご
と
を
詠
じ
、
「
広
々
と
し
た
河
の
流
れ

に
身
を
ま
か
せ
て
い
る
う
ち
に
、
天
の
川
の
川
辺
で
織
女
と
出
会
っ
た
。
織
女
は
機
織
の
手
を
と
め
て
、
「
い
っ
た
い
ど
う
し
て
長
い
間
浮

世
の
煩
い
に
身
を
任
せ
て
い
る
の
か
」
と
尋
ね
た
。
そ
し
て
振
り
か
え
っ
て
お
供
の
稚
児
に
、
「
お
ま
え
の
腰
の
下
の
斧
は
き
っ
と
腐
っ
て

い
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
。
（
気
が
つ
く
と
）
私
の
役
人
の
服
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
、
こ
ん
な
姿
を
群
仙
が
笑
っ
て
い
る
。
私
が
羽
織
っ
た
集
に

は
幾
筋
も
の
細
い
雨
が
降
り
注
い
で
い
る
。
」
と
い
う
。
こ
の
詞
は
、
現
実
の
時
間
を
忘
れ
さ
せ
る
水
と
の
戯
れ
に
、
囲
碁
を
打
つ
境
地
と

の
共
通
性
を
見
出
し
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。



以
上
蘇
戟
の
「
観
棋
」
詩
と
、
「
童
日
李
自
国
老
棋
」
と
を
中
心
に
し
て
蘇
載
の
棋
に
対
す
る
考
え
方
を
分
析
し
た
。
蘇
戟
の
文
人
趣
味
を
詠

じ
た
詩
文
の
中
で
「
棋
」
を
詠
じ
た
も
の
は
比
較
的
少
な
い
。
ま
た
自
ら
「
子
膿
嘗
自
言
、
平
生
三
不
如
人
、
謂
著
棋
、
吃
酒
、
唱
曲
」
と

い
う
が
知
く
、
実
際
の
碁
の
打
ち
手
と
し
て
そ
の
醍
醐
味
を
詠
じ
る
と
い
う
作
品
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
棋
」
を
詩
の
題
材
と
し
て
扱
う

と
き
に
蘇
戟
は
、
伝
統
的
に
詠
じ
ら
れ
て
き
た
囲
碁
の
世
界
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
興
趣
を
自
ら
が
会
得
し
て
い
る
他
の
文
人
趣
味
の
妙

味
に
比
擬
し
て
表
現
す
る
と
い
う
独
自
の
工
夫
を
加
え
た
。
そ
れ
が
「
観
棋
」
詩
の
場
合
は
「
釣
り
」
に
代
表
さ
れ
る
水
と
の
戯
れ
で
あ
り
、

「
書
李
嵐
老
棋
」
に
描
か
れ
た
の
は
「
書
一
寝
」
「
夢
の
世
界
」
で
あ
っ
た
。
蘇
軟
に
お
け
る
こ
れ
ら
「
棋
」
「
釣
り
」
「
童
寝
（
夢
）
」
の
共
通

’性
は

い
ず
れ
に
お
い
て
も
現
実
世
界
か
ら
ワ
ー
プ
し
て
心
を
自
由
に
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
融
通
無
碍
な
世
界
を
構
築
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
し
か
も
ま
た
現
実
に
戻
れ
ば
そ
の
構
築
し
た
世
界
は
瞬
時
に
跡
形
も
無
く
消
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
心
を
自
由
に
遊
ば
せ
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る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
ゆ
え
に
蘇
戟
の
「
釣
り
」
は
釣
果
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
く
、
蘇
戟
の
囲
碁
は
勝
敗
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

1 j主

「
蘇
載
と
琴
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
八
集
一
九
九
六
年
）

「
孟
光
」
は
隠
者
梁
鴻
の
妻
（
『
後
漢
書
」
「
逸
民
惇
・
梁
鴻
」
）
。

戸
外
に
出
て
竹
林
で
棋
を
築
し
む
と
い
う
風
景
は
晋
の
干
宝
の
『
捜
神
記
』
に
「
漢
宮
内
八
月
四
日
、
出
離
房
北
戸
竹
下
回
棋
」
と
見
え
る
。

同
様
の
「
投
」
の
用
法
と
し
て
、
韓
愈
「
平
准
西
碑
」
に
「
察
之
卒
夫
、
投
甲
呼
舞
」
が
見
え
る
。

仇
兆
禁
『
杜
詩
詳
注
』
で
は
顧
陶
「
類
編
」
「
飛
蛍
自
照
水
、
宿
鳥
競
相
呼
」
の
句
を
引
く
。
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6 

ま
た
「
空
鈎
」
の
故
事
は
、
『
合
注
』
巻
三
の
「
壬
寅
二
月
有
詔
令
郡
吏
分
往
属
牒
滅
決
囚
禁
。
自
十
三
日
受
命
出
府
、
至
賓
難
、
説
、
郎
、

輩
、
崖
四
牒
。
・
：
」
詩
に
も
、
「
聞
道
橋
渓
石
、
猶
存
潤
水
頭
。
蒼
崖
雄
有
遮
、
大
釣
本
無
鈎
。
」
と
見
え
る
。
蘇
載
が
こ
の
詩
の
自
注
で
「
十

四
日
、
自
賓
鶏
行
至
味
、
聞
太
公
碕
渓
石
在
牒
東
南
十
八
里
、
猶
有
投
竿
脆
餌
両
膝
所
著
之
慮
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
有
名
な
太
公
望

の
故
事
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
『
合
注
』
で
は
王
註
の
「
師
目
、
太
公
以
直
鈎
釣
0

・
：
嘉
卿
日
『
楚
辞
』
以
直
針
而
為
鈎
号
、
又
何
魚
之
能
得
、

蓋
古
人
所
釣
、
其
意
不
在
魚
耳
。
若
任
公
之
釣
其
幾
是
子
。
」
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
王
起
の
「
玉
演
賦
」
に
、
「
昔
太
公
之
未
遇
也
、
隠
子

清
之
演
、
釣
子
清
之
津
、
坐
碕
石
而
不
易
其
操
、
垂
直
鈎
而
不
携
其
神
。
」
と
見
え
る
。

注
1
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